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旭川医科大学回顧資料（４）昭和51年度

旭川医科大学附属病院の誕生

昭和51年（1976年）といえば、この年の日本の政界は、ロッキード事件に明け同事件に暮れたといっても過言

ではない。ことの発端は、同年２月４日、アメリカ上院外交委多国籍企業小委員会公聴会が、「ロッキード社が

全日空への航空機売込みにあたり工作資金として総合商社丸紅や右翼の大物に対し'000万ドルを流した｣、と公

表したことにある。翌々日には同公聴会でロッキード社副会長が、丸紅を通して日本政府高官に200万ドルが流

れたと証言した。それを受けて同日から日本の野党４党が国会で追及を開始した。全日空の社長・副社長や丸紅

の幹部たちが相次いで証人喚問されたが、真相は明らかにならなかった。３月には、東京の明治公園で野党や労

働組合が主催する「ロッキード事件徹底追及国民集会」が開かれ、大きな盛り上がりを見せた。ときの総理は弱

小派閥を率いる三木武夫であったが、彼はこの事件にかんして当初から国会で、「日本の政治の名誉にかけても

真相を究明する」と答弁していた。そのことが、さまざまな思惑を秘めていた当時の自民党の大派閥である田中

派・福田派・大平派の議員たちには面白くなかったようで、彼らは５月中旬以降、３派合意の上で、いわゆる

「三木おろし」を繰り広げ、それが以後７ヶ月に及ぶ党内抗争の発端となった。国民の政治不信はますます高ま

った。そして、抗争の最中の７月27日、東京地方検察庁は、ロッキード事件にかんし、前首相田中角栄を、外国

為替管理法および外国貿易管理法違反容疑で逮捕した。以後、いわゆる「ロッキード裁判」は、平成５年（1993

年）における田中の死まで、実に17年間にわたって延々とつづくことになる。

この年の11月１日、旭川医科大学では、附属病院がオープンし、教育・研究・診療の三拍子そろった医科大学

として、名実ともに本格的な活動を開始した。その経緯に関する当時の資料は膨大な量に達するが、ここでは、

本学開学当時から現在まで連綿と刊行され続けている広報誌「かぐらおか」（その刊行の経緯などについては本

誌第２巻第１号参照）の第９号（昭和51年12月１日付）に掲載された山田守英学長（当時）の「附属病院の開院

にあたって」と題する文章と、同第10号（昭和52年２月１日付）所収の、総務部庶務課職員の手になる「旭川医

科大学附属病院－その概要」と題する文章を紹介しよう。

開設の日から27年を経た今日では、当時と比べると、病院の施設・設備やその機能は格段に向上した。その変

貌ぶりについてはいずれ機会を改めて特集する予定である。

（旭川医科大学歴史近藤均）
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